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１．鳴瀬川直轄河川改修事業再評価の流れ 2

（第５回鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会）

平成19年 5月 事業評価
鳴瀬川水系河川整備計画における経済的妥当性

（第６回 鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会）

平成24年10月 事業再評価 鳴瀬川水系河川整備計画変更

（第９回 鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会）

平成27年11月 事業再評価 鳴瀬川直轄河川改修事業

令和４年 東北地方整備局事業評価監視委員会に報告

平成22年 6月 事業再評価 鳴瀬川直轄河川改修事業

（第１２回 鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会）

平成28年 9月 事業再評価 鳴瀬川水系河川整備計画変更

（第１５回 鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会）

凡 例

整備計画策定時に実施
前回評価から3年経過により実施
整備計画変更により実施

令和元年12月 事業再評価 鳴瀬川水系河川整備計画変更

（第１７回 鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会）

H30.4.1以降
再評価 5年毎（第２０回 鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会）

令和４年3月 鳴瀬川水系河川整備計画の変更(素案)

※鳴瀬川水系河川整備計画の変更に伴う事業評価

（第２１回 鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会 今回）

令和４年6月 事業再評価 鳴瀬川水系河川整備計画変更

H22.4.1以前
再評価 5年毎

H22.4.1以降
再評価 3年毎

令和2年4月
治水経済調査ﾏﾆｭｱﾙ（案）の改訂

平成25年11月1日
平成26年4月15日

費用対効果分析の効率化に関す
る運用

平成30年3月30日
公共事業評価実施要領改定
（再評価サイクル見直し等）

平成22年4月1日
公共事業評価実施要領改定
（再評価サイクル短縮等）



２．河川事業の概要と経緯

鳴瀬川水系の概要

・幹川流路延長 ： 89km（吉田川53km）全国第56位
・流域面積 ： 1,130km2(吉田川350km2）全国第61位

・流域沿川市町村人口： 約18万人※

・想定氾濫区域内人口： 約15万人※

・流域沿川市町村 ： 4市7町1村

 鳴瀬川直轄河川改修事業の概要
①事業の目的（目標）
鳴瀬川では戦後の代表洪水であるカスリン台風（昭和22 年9 月洪水）に対し

て気候変動の影響を考慮した規模の洪水、吉田川では近年最大の洪水である令
和元年東日本台風（令和元年10 月洪水）と同規模の洪水が発生しても、被害を
防止することを整備の目標とする。

②事業の内容
○河川の整備 ・堤防の量的整備

・河道掘削
・堤防の質的整備

○洪水調節施設 ・竹林川遊水地、善川遊水地
(鳴瀬川床上浸水対策特別緊急事業（吉田川))

・吉田川中流部遊水地

③事業費 約1,157億円

④事業期間 令和5年度～令和32年度
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※河川現況調査結果（平成26年基準）より
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※河道配分流量は、ダムによる洪水調節後の河道流量である。



２．河川事業の概要と経緯 4

鳴瀬川・吉田川の河道の変遷

原始河川

 吉田川の下流に位置する品井
（しない）沼は約2,500haの沼地

 鳴瀬川が増水すると水が吉田川
へ逆流し、品井沼が氾濫するた
め、周囲に多大の被害

江戸時代

 江戸時代に品井沼の水を松島湾へ
流下させる『元禄潜穴』を開削

 鳴瀬川の逆流防止工事とあわせ、
新たに600町歩の新田を開発

明治以降

 元禄潜穴にあわせ、さらに明治
潜穴を開削

 大正、昭和初期において、吉田
川に合流していた鶴田川を幡谷
サイフォンで分離

 昭和初期に、吉田川への逆流防
止のため、背割堤を設置

 江合川の洪水を鳴瀬川へ導水す
るための新江合川を開削

 鳴瀬川流域では、低平地という地形的な特徴により浸水被害が多発し、古くから河川の付け替えや新川開削等の対策が行われてきました。

 氾濫しやすい品井沼では、江戸時代より水を松島湾へ排水する事業が実施され、明治時代以降には流域の一部（鶴田川）を分離しました。
 昭和時代には、鳴瀬川と吉田川の合流対策として背割堤、江合川の洪水を鳴瀬川に導水する新江合川の開削等を実施しました。

 こうした事業を背景に、肥沃で広大な水田地域が形成され、沿川に市街地が発展しています。

鶴田川の分離（品井沼の開拓）

● 鳴瀬川の本格的治水事業は、品井沼の干拓と合わせて低

平地の洪水を抜くことから始まる。

● 江戸時代には品井沼の水を流域外へ抜く元禄潜穴（元禄

6年～11年）を開削。

●明治時代以降も、品井沼の排水のため、明治潜穴(明治39

年～43年）、幡谷ｻｲﾌｫﾝ（昭和7～9年）を開削。

新江合川 平成27年9月洪水時の状況

背割堤 昭和16年(1941)完成

背割堤の設置

● 鳴瀬川の最大支川である吉田川との合流部は地形的特性

も相まって、氾濫の常習地帯であった。

●吉田川の河床は鳴瀬川の河床より低く、鳴瀬川の洪水が吉

田側へ逆流していた。

● このため、鳴瀬川からの逆流による氾濫を防ぐため、新たに

新川を開削し背割堤を設置（大正14～昭和16年）

元禄潜穴 元禄11年(1698)完成 明治潜穴 明治43年(1910)完成

● 昭和22年9月カスリン台風、昭和23年9月アイオン台

風により鳴瀬川ならびに隣水系である北上川水系で甚

大な被害が発生

● 北上川水系江合川から洪水の一部を受け入れるための

新江合川を開削（昭和8年～昭和32年）

● 洪水時に最大800m3/sを導水する計画

新江合川の開削

幡谷サイフォン 昭和9年完成

吉田川の下を
サイフォンで

立体交差

吉
田
川

鳴
瀬
川

背割堤

鳴瀬川

新江合川



施設等被害 鳴瀬川浸水想定区域内にある施設数など

災害時要配慮者施設・病院  小学校：14、幼稚園： 7、保育園：14、老人福祉施設：46、病院：10

防災拠点施設
（警察、消防、市役所、町役場）

 警察関連： 8、消防関連： 3、市役所・町役場： 7

【鉄道】JR東北本線、JR仙石線、JR石巻線、JR陸羽東線、JR東北新幹線

【高速道路】東北自動車道、三陸縦貫自動車道

【国道】4号、45号、108号、346号

主要交通網
（途絶、停滞に伴う周辺地域への
波及被害が想定される交通網）

３．社会経済情勢等の変化
（１）災害発生時の影響

下伊場野小学校

高倉小学校

公立黒川病院

大和町役場

黒川消防本部

大和警察署

青生白寿館

コスモス

古川消防署松山派出所

松山駐在所

松山小学校

松山幼稚園

大崎市松山総合支所

ヒューマンシティ松山

二郷駐在所

グループホーム花水木

老人憩の家ことぶき荘

南郷小学校

美里町南郷庁舎

なんごう幼稚園
なんごう保育所

大柳駐在所
障害者日中活動
支援施設のぎく

遠田消防署

鶴巣小学校

鳴瀬幼稚園

小野駐在所

小野保育所

お泊り処菜の花

東松島市鳴瀬総合支所

グループホームやすらぎ

ショートステイ
しらとり

グループホーム後楽庵

涌谷南幼稚園

涌谷幼稚園

涌谷保育園

涌谷第一小学校

涌谷幹部交番

涌谷町役場

東泉堂病院

凡 例
要配慮者利用施設

市役所・町役場
警察・消防
鉄道
高速自動車道
国道

(小学校、幼稚園、保育園、老人ホーム、病院)
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三本木
小学校

グループホームたんぽぽ

老人ホームたんぽぽ

ホームみさと

小牛田小学校

中央白寿館

小牛田保育所

遠田警察署

野崎病院

老人ホーム美花月

青生小学校

老人ホームひばり園

真壁病院

矢本東小学校
東松島市役所
老人ホーム矢本華の園

大曲小学校
大曲保育所

古川第二小学校

宮城県大崎合同庁舎

宮城県援護寮

リハビリパークあやめ

古川第三小学校

グループホーム太陽

永仁会病院

えがおの保育園

宮城第一保育園

大幡保育園

グループホーム
かなでの杜

いちょう保育園

白梅幼稚園

古川ももの木保育園

古川駅前交番

まとば幼稚園

古川民主病院

木村病院

介護老人保健施設さくら

かえで保育園

さくら保育園

古川みなみ保育園

ウィンズの森
古川穂波
スイートホーム

星陵あすか病院

鴻ノ巣保育園

古川第五小学校

大崎市民病院

古川星陵病院

 想定最大規模の洪水が発生した場合、鳴瀬川沿川で浸水世帯約30,000世帯、浸水面積約18,700haの被害が発生する恐れがあります。

 また、浸水想定区域には、病院、小学校などの災害時要援護者施設、警察署などの防災拠点施設、国道4号、JR東北本線などの基幹交通施設が存在して
おり事業を実施していなかった場合において、洪水が発生すると、これら重要施設が浸水し甚大な被害の発生が想定されることから、治水安全度を向上

させることが必要となっています。

2.0m ～ 5.0m未満の区域

5.0m 以上の区域

凡例

浸水した場合に想定される水深（ランク別）

1.0m ～ 2.0m未満の区域

0.5m ～ 1.0m未満の区域

0.5m 未満の区域

JR仙石線



３．社会経済情勢等の変化
（２）過去の災害実績（洪水被害）
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出典：昭和25年8月洪水以前は「概要江合・鳴瀬両河川改修工事誌（北上川下流工事事務所）」、昭和61年～平成27年洪水は「水害統計」
※最大流量は、氾濫、ダム戻しによる計算流量。
※明治43年8月洪水の家屋全半壊には、土砂災害を含む場合がある。
※床上浸水、床下浸水、氾濫面積について、昭和25年8月洪水以前の外水・内水被害の内訳は不明。
※大正2年8月洪水は、中新田町の被害（出典資料の大正2年8月洪水が中新田町被害のみ掲載）。

洪水発生年

三本木地点 落合地点

被害状況流域平均
2日雨量(㎜)

最大流量
(m3/s)

流域平均
2日雨量(㎜)

最大流量
(m3/s)

明治43年8月 305 約4,100 295 －

死者：26名、行方不明者：17名、負傷者：39名
家屋全半壊：131戸
床上浸水：422戸、床下浸水：171戸
氾濫面積：925ha

大正2年8月 230 － － －
床上浸水：約400戸
床下浸水：約470戸

昭和22年9月
（カスリン台風）

284 約3,370 254 約1,390
床上浸水：鳴瀬川1,150戸、吉田川850戸
床下浸水：鳴瀬川1,450戸、吉田川650戸
氾濫面積：鳴瀬川6,340ha、吉田川3,134ha

昭和23年9月
（アイオン台風）

268 約2,480 334 約2,290
床上浸水：鳴瀬川251戸、吉田川1,001戸
床下浸水：鳴瀬川1,006戸、吉田川925戸
氾濫面積：鳴瀬川3,778ha、吉田川6,491ha

昭和25年8月 249 約2,730 232 約1,120

家屋流出：鳴瀬川6戸、吉田川46戸
床上浸水：鳴瀬川207戸、吉田川614戸
床下浸水：鳴瀬川509戸、吉田川344戸
氾濫面積：鳴瀬川2,410ha、吉田川4,185ha

昭和61年8月 254 約1,610 289 約1,190

床上浸水（外水）：鳴瀬川一戸、吉田川1,056戸
床上浸水（内水）：鳴瀬川13戸、吉田川67戸
床下浸水（外水）：鳴瀬川136戸、吉田川503戸
床下浸水（内水）：鳴瀬川55戸、吉田川105戸
氾濫面積：鳴瀬川2,662ha、吉田川6,050ha

平成6年9月 183 約1,890 137 約450
床上浸水（外水）：鳴瀬川1戸、吉田川-戸
外水氾濫面積：鳴瀬川0.4ha、吉田川-ha

平成14年7月 168 約1,130 211 約1,000

床上浸水（外水）：鳴瀬川-戸、吉田川1戸
床上浸水（内水）：鳴瀬川2戸、吉田川2戸
床下浸水（外水）：鳴瀬川2戸、吉田川17戸
床下浸水（内水）：鳴瀬川424戸、吉田川58戸
外水氾濫面積：鳴瀬川-ha、吉田川13ha
内水氾濫面積：鳴瀬川1,288ha、吉田川824ha

平成23年9月 257 約1,450 280 約990

床上浸水（外水）：鳴瀬川5戸、吉田川4戸
床上浸水（内水）：鳴瀬川107戸、吉田川-戸
床下浸水（外水）：鳴瀬川5戸、吉田川5戸
床下浸水（内水）：鳴瀬川96戸、吉田川-戸
外水氾濫面積：鳴瀬川24ha、吉田川334ha
内水氾濫面積：鳴瀬川16ha、吉田川400ha

平成27年9月 310 約2,350 324 約1,670

床上浸水（外水）：鳴瀬川358戸、吉田川144戸
床上浸水（内水）：鳴瀬川33戸、吉田川20戸
床下浸水（外水）：鳴瀬川136戸、吉田川163戸
床下浸水（内水）：鳴瀬川21戸、吉田川8戸
外水氾濫面積：鳴瀬川1,914ha、吉田川1,489ha
内水氾濫面積：鳴瀬川866ha、吉田川106ha

令和元年10月 298 約2,590 331 約1,930
床上浸水：吉田川492戸
床下浸水：吉田川186戸

令和元年10月洪水

吉田川

大郷町粕川の堤防決壊状況

鳴瀬川水系の主な洪水被害

 昭和61年8月洪水では、吉田川沿川で堤防決壊による外水氾濫により1,500戸を越える浸水被害が発生、平成14年7月、平成23年9月洪水では吉田川上流

で床上浸水が発生しました。
 関東・東北豪雨（平成27年9月洪水）では、吉田川（直轄管理区間）で、約20kmにわたりHWLを超過し、中・上流部の5か所で越水氾濫が発生しました。

 令和元年東日本台風（令和元年10月洪水）では、吉田川（直轄管理区間）で、約27kmにわたりHWLを超過し、吉田川及び支川善川、竹林川び33箇所で越

水・溢水、内1箇所の堤防決壊により家屋浸水が発生するなど、甚大な被害が生じています。
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昭和61年8月洪水
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江合川

鳴瀬川

新江合川

吉田川

旧北上川

旧迫川 迫川

新北上川

北上川

追波湾

石巻湾

鳴瀬川の低平地区間

旧品井沼低平地

と め

登米市

おおさき

大崎市
わくや

涌谷町
みさと

美里町

いしのまき

石巻市

たいわ

大和町 おおさと

大郷町 ひがしまつしま

東松島市

おおひら

大衡村

とみや

富谷市 まつしま

松島町

・低平地で標高差が小さく、氾濫流が拡散
・丘陵地に囲まれ排水が困難

B

A

凡例
鳴瀬川流域

標高
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三三
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1/2,5001/2,500

1/1,500
1/1,500

1/5001/500

1
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0
0

1
/
3
0
0

1/500
1/500

※※「１／「１／○○○○」河床勾配」河床勾配

河床縦断図（鳴瀬川・吉田川）河床縦断図（鳴瀬川・吉田川）

河床縦断模式図

直轄区間は河床勾
配が穏やかになる。

大崎市多田川・渋井川合流点付近の浸水状況

平成27年9月洪水
大郷町山崎、大崎市鹿島台大迫浸水状況

令和元年10月洪水

（３）災害発生の危険度

 鳴瀬川、吉田川の直轄区間は大崎平野の低平地を流下しています。

 低平地は丘陵で囲まれているため、排水が困難であり浸水が長時間となり、甚大な浸水被害を引き起こす要因となっています。

鳴瀬川
吉田川

鳴瀬川ダム漆沢ダム

大崎平野低平地
拡散型氾濫



（抜粋）

（要望書 令和3年10月）

 大和町、大衡村は、吉田川上流部の遊水地群の整備や河道掘削等の緊急的かつ強力な治水対策を引き続きお願いしますと要望されています。

 美里町、大崎市は、鳴瀬川の堤防の完成堤化の早期整備をお願いしますと要望されています。

３．社会経済情勢等の変化 8

（４）地域の協力体制（要望等）

江合・鳴瀬・吉田川水系改修促進期成同盟会(会長：大崎市長)による
国土交通省 東北地方整備局長への要望書提出(令和3年10月)

（抜粋）



森林整備・治山対策

水田貯留 ため池等
の活用

雨水貯留施設
の整備バックウォータ―

対策

排水機場の整備 リスクが低い
地域への移転

学校施設の
浸水対策

海岸保全施設の整備

雨水貯留・排水
施設の整備

堤防整備・強化

遊水地整備

河道掘削

治水ダムの
建設・再生

利水ダム
の活用

集水域

河川区域

氾濫域

砂防関係施設
の整備

リスクの高い地域

集水域

流水の貯留
[国・県・市・利水者]
治水ダムの建設・再生、
利水ダム等において貯留水を
事前に放流し洪水調節に活用

[国・県・市]
土地利用と一体となった遊水
機能の向上

持続可能な河道の流下能力の
維持・向上
[国・県・市]
河床掘削、引堤、砂防堰堤、
雨水排水施設等の整備

氾濫水を減らす
[国・県]
「粘り強い堤防」を目指した
堤防強化等

雨水貯留機能の拡大
[県・市、企業、住民]

雨水貯留浸透施設の整備、
ため池等の治水利用

浸水範囲を減らす
[国・県・市]

二線堤の整備、
自然堤防の保全

リスクの低いエリアへ誘導／
住まい方の工夫

[県・市、企業、住民]
土地利用規制、誘導、移転促進、
不動産取引時の水害リスク情報提供、
金融による誘導の検討

河川区域

県 ：都道府県
市 ：市町村
[ ]：想定される対策実施主体

氾濫域 氾濫域土地のリスク情報の充実
[国・県]

水害リスク情報の空白地帯解消、
多段型水害リスク情報を発信

避難体制を強化する
[国・県・市]

長期予測の技術開発、
リアルタイム浸水・決壊把握

経済被害の最小化
[企業、住民]

工場や建築物の浸水対策、
BCPの策定

住まい方の工夫
[企業、住民]

不動産取引時の水害リスク情報
提供、金融商品を通じた浸水対
策の促進

被災自治体の支援体制充実
[国・企業]
官民連携によるTEC-FORCEの
体制強化

氾濫水を早く排除する
[国・県・市等]

排水門等の整備、排水強化

②被害対象を減少させるための対策①氾濫をできるだけ防ぐ
・減らすための対策

③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

３．社会経済情勢等の変化 9

（５）あらゆる関係者の協働（流域治水への転換)

 気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水対策「流域治水」へ転換していきます。
 治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、地域の

特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減少させるための対策、③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト
一体で多層的に進めます。また、流域治水の実施にあたっては、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組も推進します。

社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進める取組。

◇グリーンインフラ◇



＜吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプロジェクト」の６本の柱＞

 気候変動による水害の激甚化・頻発化を踏まえた、大規模氾濫被害の最小化に向
けたより水害に強いまちづくりの実践が求められている。

 流域のあらゆる関係者が協働してハード・ソフト一体で多層的に進める「流域治
水」の観点でこのプロジェクトを深化させ対応することが重要。

広域かつ多方面の関係者を交えた議論・合意形成が課題となるため、
流域全体で目指すべき将来像を明確にするプロジェクトのビジョン
（展望）を設定し共有を図ります。

＜プロジェクトのビジョンの設定＞

「流域治水」によるプロジェクト推進の観点（強靱性・持続可能性・包摂
性）を踏まえた、ビジョン達成への方向性を明確にし、これまでの枠組みを
発展させた新たなステージで実践していきます。

＜ビジョン達成への方向性＞

「流域治水」対策を吉田川でイメージ

＜分科会開催状況＞

R1.12.10開催 第1分科会

R3.10.22(web)開催 第6分科会 R4.3.8開催 第8分科会

R2.1.21開催 第3分科会

梅田座長

３．社会経済情勢等の変化 10

（６）地域の協力体制（吉田川・新たな水害に強いまちづくりプロジェクト)

 昭和６１年８月洪水で甚大な浸水被害を受けた大崎市（旧鹿島台町）、大郷町、松島町では、全国発となる「水害に強いまちづくりモデル事業」を実

施してきました。
 令和元年東日本台風（令和元年１０月洪水）により、再び甚大な浸水被害が発生したことから、「令和元年台風第１９号による大規模浸水被害対策分

科会」を設置（令和元年１１月１２日）し、今次洪水を踏まえた「水害に強いまちづくりモデル事業」の検証と課題整理を行い、国・県・市町など地

域が連携し、一体となった今後の減災対策に資する提案を、6本の柱からなる『吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプロジェクト」』としてとりま
とめました。



②残存価値
（事業完了後５０年後価値）

４．直轄河川改修事業の投資効果
◆算定方法

11

 費用対効果については、下記により評価を行います。

整備計画の効果（Ｂ）

①洪水調節
◆直接的な被害の防止
（資産（家屋、農産物など）への被害防止）
◆間接的な被害の防止
（稼働被害（営業停止損失など））

整備計画の費用（Ｃ）

①建設費（R5～R32）

②維持管理費（R6～R82）

整備計画の効果（Ｂ）と費用（Ｃ）の比較による評価を行う。

※残存価値とは、将来において施設が有している価値

※費用対効果分析は、直轄河川改修事業を対象に評価を行っています。



４．直轄河川改修事業の事業の投資効果
◆費用対効果分析（前回との算定条件の比較）

12

今回の検討（R4） 前回の検討（R1）

①河道条件

・現況河道（R3時点）
・当面の整備後（R10時点）
・整備計画河道(R32時点）

・整備計画策定時点(H19時点)
・現況河道（R1時点）
・当面の整備後(R7時点)
・整備計画河道(R18時点)

②資産データ、評価額等

・資産データ：H27国勢調査
：H28経済センサス
：H22 100mメッシュ延床面積等

・評価額 ：R4評価額

・資産データ：H27国勢調査
：H26経済センサス
：H22 100mメッシュ延床面積等

・評価額 ：H30評価額

③事業費・事業期間

・全体事業費1,157億円(税込) ※1,077億円(税抜)
・事業期間R5～R32（28年間）

・全体事業費1,096億円(税込) ※1,034億円(税抜)
・事業期間H19～R18（30年間）

④その他

・治水経済調査マニュアル(案)〔令和2年4月〕に基づき算出 ・治水経済調査マニュアル(案)〔平成17年4月〕に基づき算出

 資産データ、評価額等については、最新のデータに更新しました。

 適用基準については、治水経済調査マニュアル（案）［令和2年4月］に基づき算定しました。

※費用対効果分析は、直轄河川改修事業を対象に評価を行っています。
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◆地域開発の状況

横ばい

流域関係市町村の人口推移 流域内市町村の農業産出額及び製造品出荷額の推移

増加傾向

増加傾向

大和町（仙台北部中核工業団地）、大衡村（第２仙台北部中核
工業団地）には、自動車メーカ等が進出して製造品出荷額が増加

出典：市町村別農業産出額、宮城県の工業より出典：S55～R2宮城県統計年鑑等
R2.3月末宮城県住民基本台帳人口及び世帯数

 東北縦貫自動車道の大和ＩＣや国道４号など基幹交通施設が整備されたこと等により、大規模な工業団地が整備され、近年は、国内有数の大企業が相

次いで進出しています。
 人口は横ばいですが、製造品出荷額は増加傾向にあります。

 以上のことから、依然として水害に対するリスクが高い状態が継続しているものと考えられます。

吉田川上流部の氾濫域には、
国道4号や大和ＩＣ等の主要
交通網に加えて、重要施設
（役所、学校、病院）などが
立地し、さらに市街地が拡大
している。

市街化の進展
昭和31年

市街化の進展

大和IC

大和流通団地

仙台北部中核工業団地

土地区画

整理事業

大和町役場

公立黒川病院

黒川消防署

大和警察署

令和2年

大衡村

大和町

富谷市

凡例

令和元年洪水浸水エリア



４．直轄河川改修事業の事業の投資効果

項目

今回評価
（参考）
前回評価

前回評価との
主な変更点

全体事業
（R5～R32）

当面事業
（R5～R10）

全体事業
（H19～R18）

現在価値化 現在価値化

Ｃ
費
用

建設費 ① 737億円 346億円 1,094億円 •評価基準年の変更
•評価期間の変更
•鳴瀬川追加河道掘削、吉田
川中流部遊水地等の整備内
容の変更

維持管理費 ② 15億円 12億円 25億円

総費用 ③=①+② 752億円 359億円 1,119億円

Ｂ
便
益

便益 ④ 4,948億円 2,003億円 7,893億円 •評価基準年の変更
•評価期間の変更
•家屋や農作物などの資産評
価額の更新に伴う変更
•河道評価年次の変更
•マニュアル改訂による農地、
ゴミ処分の評価の更新

残存価値 ⑤ 12億円 11億円 32億円

総便益 ⑥=④+⑤ 4,961億円 2,015億円 7,925億円

費用便益比（CBR） Ｂ／Ｃ 6.6 5.6 7.1

純現在価値（NPV） Ｂ－Ｃ 4,208億円 1,656億円 6,806億円

経済的内部収益率（EIRR） 27.6％ 29.1％ 29.9％

◆費用対効果分析（費用便益比）

○評価基準年次：令和4年度（前回評価基準年次：令和元年度）
○総便益（Ｂ）：・便益（治水）については評価時点を現在価値化の基準時点とし、治水施設の整備期間と治水施設の完成から50年間までを評価対象期間にして年平均被害軽減期待額を割引率を用い

て現在価値化したものの総和
・残存価値：将来において施設が有している価値

○総費用（Ｃ）：・評価時点を現在価値化の基準時点とし、治水施設の整備期間と治水施設の完成から50年間までを評価対象期間にして、建設費と維持管理費を割引率を用いて現在価値化したものの
総和

・建設費：整備計画に要する費用（事業費は、R5年度以降）
※実施済の建設費は実績費用を計上

・維持管理費：鳴瀬川水系の維持管理に要する費用
○割引率：「社会資本整備に係る費用対効果分析に関する統一的運用指針」により4.0%とする
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 事業全体に要する費用（Ｃ）は約752億円であり、事業の実施による総便益（Ｂ）は約4,961億円。これをもとに算出される費用便益比（Ｂ／Ｃ）は約

6.6となります。（前回評価Ｂ／Ｃ 約7.1）
 令和5年以降の当面事業に要する総費用（Ｃ）は約359億円であり、この事業の実施によりもたらされる総便益（Ｂ）は約2,015億円。これをもとに算出

される費用便益比（Ｂ／Ｃ）は約5.6となります。

※表示桁数の関係で計算値が一致しないことがあります。

※費用対効果分析は、直轄河川改修事業を対象に評価を行っています。



 ・残事業費、残工期、資産がそれぞれ±10％に変動した場合のB/C算出しました。

 ・全体事業のすべてのケースでB/Cが1.0以上となりました。

４．直轄河川改修事業の事業の投資効果 15

基本
ケース

感度分析

残事業費 残工期 資産

+10% -10% +10% -10% +10% -10%

全体事業
(R5～R32)

総便益
（現在価値化後）

4,961億円 4,962億円 4,959億円 4,827億円 5,098億円 5,435億円 4,486億円

総費用
（現在価値化後）

752億円 826億円 679億円 727億円 779億円 752億円 752億円

費用便益比
（B/C）

6.6 6.0 7.3 6.6 6.5 7.2 6.0

◆費用対効果分析（感度分析）

※費用対効果分析は、直轄河川改修事業を対象に評価を行っています。
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◆直轄河川改修事業及び鳴瀬川総合開発事業の投資効果（貨幣換算が困難な効果等による評価）

 河川整備計画規模の洪水が発生した場合、鳴瀬川・吉田川流域では、浸水範囲内世帯数は約16,700世帯、災害時要救護者数は、約30,800人と想定され

ており、事業実施（直轄河川改修事業及び鳴瀬川総合開発事業）により被害が解消されます。

①事業実施前

②事業実施後

※災害時要救護者数は、「水害の被害指標分析の手引（H25試行版）」に基づき、算定した推定値

人的被害等の解消（整備前後の比較）

②浸水世帯数①浸水面積

約15,000haの
被害を解消

④災害時要救護者数（人）

約16,700世帯の
被害を解消

約46,800人の
被害を解消

約30,800人の
被害を解消

項目
被害数量

a.整備前 b.整備後 効果（a－b）

①浸水面積(ha) 14,944 0 14,944

②浸水世帯数(世帯)
床上浸水 12,239 0 12,239

床下浸水 4,449 0 4,449

③浸水範囲内人口(人) 46,772 0 46,772

④災害時要救護者数（人） 30,881 0 30,881

③浸水範囲内人口(人）
0.5m未満

0.5m～1.0m未満

1.0m～2.0m未満

2.0m～5.0m未満

5.0m以上

浸水深(m)

0.5m未満

0.5m～1.0m未満

1.0m～2.0m未満

2.0m～5.0m未満

5.0m以上

浸水深(m)

※浸水想定は、外水氾濫を対象に検討している。
※事業実施後とは、直轄河川改修事業及び鳴瀬川総合開発事業が完成した時点を示しており、双方の効果を見込んでいる。



鳴瀬川

吉田川

新江合川

落合

三本木

野田橋
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善川

西川

滑川
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35k
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20k25k30.1k

追加河道掘削

中流部遊水地
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新江合川合流点～上流部

二子屋橋～三川合流
三川合流
～上流部

合流点～
二子屋橋

５．直轄河川改修事業の進捗状況
 関東・東北豪雨（平成27年9月洪水）への対応として、善川遊水地、竹林川遊水地の整備及び吉田川上流部における築堤・河道掘削を実施しています。

 令和元年東日本台風で決壊した吉田川粕川地区では、堤防整備(引堤)を実施しているとともに、吉田川において、河道掘削を実施しています。
 また、吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプロジェクト」の一環として吉田川志田谷地防災センターを整備しています。

河 道 掘 削

80.0%（実施済） ( 114万m3/ 142万m3)

59%（実施済） ( 139万m3/ 235万m3)
※

（整備中区間含む）

0 5 10 15 20

吉田川

鳴瀬川

H19～R3.3整備済区間

要整備区間

延長(km)

堤防の質的整備

（整備中区間含む）

0%(0.0km/3.8km)

16%（実施済）(1.4km/8.8km)

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

吉田川

鳴瀬川

H19～R3.3整備済区間

要整備区間

延長(km)

堤防の量的整備

（整備中区間含む）

59.6%（実施済）(52.6km/88.2km)

77.8%（実施済）(51.6km/66.3km)

【凡例】

短期整備事業

整備計画

整備済み箇所

吉田川志田谷地防災センター 内響地区河道掘削

実施後

粕川地区引堤

竹林川遊水地 吉
田
川

竹
林
川

竹林川遊水地

吉田川

吉田川
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実施後

鳴瀬川

土量（万m3）



0 50 100 150 200

整備済 未整備

0 20 40 60 80 100 120

整備済 未整備

竹林川

吉田川

善川遊水地

築堤築堤

竹林川遊水地

善川
吉田川

竹
林
川

東北自動車道

竹林川遊水地
60ha

大和町

富谷市

竹林川遊水地

善川

善川遊水地
56ha

海老沢橋

大衡村

奥田川
善川遊水地

 吉田川床上浸水対策特別緊急事業
【事業内容】
 遊水地の整備

（善川遊水地、竹林川遊水地）
 堤防の整備、河道掘削
 事業期間 H29年度～R4年度

 大規模災害関連事業

事業費（億円）

約117億円
（約91％整備済み）

約11億円
（約9％今後実施）

吉田川
河道掘削

粕川地区引堤工事

吉田川 仮堤防

事業費（億円）

吉田川浅井地区河道掘削工事

吉田川

【凡例】
遊水地
築堤
河道掘削

約94億円
（約40％整備済み）

約142億円
（約60％今後実施）

竹林川

吉田川

善川

鳴瀬川

粕川地区引提
築堤

吉田川
河道掘削

善川
河道掘削

河道掘削

【凡例】
築堤
河道掘削

【事業内容】
 堤防の整備、河道掘削
 粕川地区引堤
 事業期間 R1年度～R6年度

５．直轄河川改修事業の進捗状況 18

 鳴瀬川水系吉田川では、平成２７年９月関東・東北豪雨を受け、「吉田川床上浸水対策特別緊急事業」として、吉田川の支川善川・竹林川に遊水地の

整備、及び、吉田川上流部における河道掘削と堤防整備を実施しています。事業費ベースで約９１％の進捗状況です。
 また、令和元年東日本台風を受け、「大規模災害関連事業」にて、吉田川の河道掘削等を実施中です。事業費ベースで約４０％の進捗状況です。

床上浸水対策特別緊急事業進捗率（事業費ベース）

大規模災害関連事業進捗率（事業費ベース）



中期～中長期整備

追加河道掘削

善川・竹林川遊水地

中流部遊水地

鳴瀬川総合開発事業

対策内容
短期整備

吉田川

堤防整備

河道掘削

河道掘削

～R7 R8～R18 R19～R32

鳴瀬川

堤防整備

追加河道掘削
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落合

三本木

野田橋

感恩橋
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【凡例】

短期整備事業

整備計画

整備済み箇所

H.W.L TP+12.751

0

5

10

15

1000-100 300200

27.7k

WL=
5.630

吉田川河道掘削断面図

10

15

20

25

1000-100 200

H.W.L=23.520

36.3k

WL=14.341m

短期整備事業

整備計画

鳴瀬川河道掘削断面図

短期整備事業

整備計画

 令和 7年度まで：善川遊水地、竹林川遊水地の整備、築堤・河道掘削を行い、吉田川では、令和元年東日本台風を堤防高以下で流下させます(短期整備事業)。

 令和18年度まで：鳴瀬川では、築堤・河道掘削を行うとともに、鳴瀬川総合開発事業の完成により気候変動を考慮した流量を堤防高以下で流下させる。（中期整備事業）。

 令和32年度まで：河道掘削、堤防整備を行い、鳴瀬川では気候変動を考慮した流量、吉田川では令和元年東日本台風をHWL以下で流下させます（中長期整備事業）。

吉田川：令和元年東日本台風
を堤防高以下で流下

鳴瀬川：気候変動を考慮した流量
を堤防高以下で流下

鳴瀬川、吉田川：
気候変動を考慮した
流量をHWLで流下



７．コスト縮減や代替案立案等の可能性
（１）コスト縮減の方策

（２）代替案等の立案の可能性

20

 河道掘削で発生した土を、鳴瀬川の堤防整備に有効活用するとともに、宅地嵩上げ事業の盛土への活用等を検討し、コスト縮減に努めています。

 河道内の再堆積抑制として斜め掘削を試行しています。Ｓ６１洪水対応の水平掘削と比較して、樹木繁茂や再堆積抑制の効果がみられています。今後
もモニタリングを継続して行い、維持管理コスト縮減に努めます。

 河道内の再繁茂対策としてブルドーザーによる樹木踏みつけを試行しています。除根とブルドーザーの踏みつけにより、樹木再繁茂抑制に一定の効果

があり、維持管理コスト縮減に努めています。

河道掘削で発生する土砂の有効利用

吉田川

掘削土

 代替案等の立案については、鳴瀬川における遊水地整備や既設利水ダムの施設改良、吉田川におけるダム新設や複数の遊水地建設等が考えられますが、

社会的影響、環境への影響、及び事業費等を考慮し、現計画が最も妥当と判断しています。
 河川改修の当面実施予定の事業は、その手法、施設等は妥当なものと考えていますが、将来における社会・経済、自然環境、河道の状況等の変化や新

たな知見・技術の進歩等により、必要に応じて適宜見直す可能もあります。

盛土

宅地嵩上げ事業への有効活用を検討

※宅地嵩上げ事業の例

鳴瀬川堤防整備へ有効活用

H28.3 斜め掘削 掘削完了

R3.9 斜め掘削 62カ月経過

吉田川

吉田川

斜め掘削

吉田川の河道掘削と再堆積の状況

斜め掘削を実施
水平掘削箇所の

再堆積

H04横断図（激特事業後）

堤防拡築

低水路拡幅
（水平掘削）

S61横断図（激特事業前） H27横断図（再堆積状況・斜め掘削前） H28横断図（斜め掘削後）

 激特事業（S61～H2）で堤防拡築・河道

掘削（水平掘削による低水路拡幅）を
実施。

 昭和61年8月洪水の発生
 吉田川で4箇所の堤防決壊が発生

 激特事業後、水平掘削を実施した箇
所に再堆積が発生・進行。

 要因としては、河道掘削により流速が
低下し、掃流力が低下したことと推察。

 平成27年9月関東・東北豪雨が発生
 吉田川で越水・溢水が発生

 河道掘削を実施。再堆積抑制をのた
め、流速の変化が小さくなるように斜
め掘削を検討。

斜め掘削の実施

堤防整備に活用
盛土に活用

・掘削面に高木の樹木は見られない
・平面形状は大きな変化がない

除根とブルドーザー踏みつけの実施状況

・木本類の成長を抑制と推定
・現場に最適な施工方法を検討

―：調査断面
―：掘削箇所

―：調査断面
―：掘削箇所

施工状況



８．地方公共団体等の意見

宮城県知事より以下のとおり回答を頂いております。

県 意 見

宮城県

「対応方針（原案）」のとおり「継続」
で異議ありません。
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９．対応方針（原案）

・鳴瀬川の流域関係市町村では、人口の推移は横ばいである。

・国内有数の大規企業が進出しており、製造品出荷額は増加傾向である。

・東北縦貫自動車道の大和ICや国道4号などの基幹交通施設が整備されており、役所、学校、病院等の重要施設が立地し、更に市街地が拡大している。

・鳴瀬川・吉田川で洪水が発生すると、重要施設が浸水し甚大な被害の発生が想定されることから、治水安全度を向上させることが必要である。

①鳴瀬川水系における事業の必要性に関する視点

・令和7年度までに、吉田川では、善川遊水地、竹林川遊水地の整備、築堤・河道掘削を行い、令和元年東日本台風を堤防高以下で流下させる。

・令和18年度までに、鳴瀬川では、築堤・河道掘削を行い、鳴瀬川総合開発事業の完成により気候変動を考慮した流量を堤防高以下で流下させる。

・令和32年度までに、鳴瀬川と吉田川で事業完了の見込みで、目標流量に対してHWL以下で流下させる。

②鳴瀬川水系における事業の進捗の見込みの視点

・代替案等の立案については、鳴瀬川における遊水地整備や既設利水ダムの施設改良、吉田川におけるダム新設や複数の遊水地建設等が考えられる

が、社会的影響、環境への影響、及び事業費等を考慮し、現計画が最も妥当と判断している。

・河川改修の当面実施予定の事業は、その手法、施設等は妥当なものと考えているが、将来における社会・経済、自然環境、河道の状況等の変化や

新たな知見・技術の進歩等により、必要に応じて適宜見直す可能もある。

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

【対応方針（原案）】
鳴瀬川における河川整備計画の必要性、重要性に変化はなく、事業の投資効果も確認できることから、事業を継続すること
が妥当と考えます。

・「対応方針（原案）」のとおり「継続」で異議ありません。

⑤地方公共団体等の意見（宮城県知事）
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・浸水範囲内世帯数は約16,700世帯、災害時要救護者数は、約30,800人と想定されており、事業実施（直轄河川改修事業及び鳴瀬川総合開発事

業）により、被害が解消される。

④貨幣換算が困難な効果等による評価


